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 脳血管障害にま“いて一応発作そのものの危険性が去っても,その後の運動機能回復についての
 努力がなされないため,その大部分に社会復帰を園難にしているのが,過去の実状である。最近
 漸く脳卒中片麻痺の11ハビ11テーシヨン(以下リハと略記)の必要性が強調されるのはこのため
 である。
 著者は当研究所における脳卒中片麻痺のリハに関す'る研究の一環として,患者が保有する運動
 機能回復の可能性,すなわちrehabiユitationpo七en七ia推知の目的で脳座中片麻
 痺の11ハと脳循環諸員との関係について検討した。脳血管障害そのものと脳循環諸量との関係に
 ついてはかなりの研究報告がなされているが,所定の11ハ・プログラムに従った機能回復,つまり
 llハの立場から脳循環諾量≧の関係について検討した研究は殆んど界られないので本研究の意義
 は'大きし(ものと思う。
 且対象ならびに実験方法
 1、・圭近5年間に当分院内科に入院した脳卒中片麻痺患者52例を対象とした。内訳は脳血栓52
 例,脳塞栓1例,脳出前目9例,性別は男55例,女17例,年令は24才から70才,脳卒中
 発作後の経過期間は最短4日目から能長・2年7ケ月である。.リハ成績の判定には当分院内科所定の
 評価規準を用い,歩行,起座,衣類着脱等の日常生活動作(aCUvitiesofdaily
 living,ADL)をそれぞれ上肢,下肢について行ない,全く不能なものロ%から,一応日常
 生活可能なまでに運動機能の回復しているもの100%までを障害度によりA群(0㌔ろ0%),
 B群(ろ1、60%),C群(61-90%),D群(91㌔100%)と4群に分類した。
 脳循環測定はKety&SChmidtの恥0法にもとづき,血液ガス分析はVanSlyke一
 餌eiユユ氏法に従った。
皿実 験 成 績
 健常者と脳卒中片麻痺患者の脳循環諸量を比較すると,脳卒中片麻痺では明らかに脳血流量は
 減少し,平均動脈揃L圧は高値を示し,脳血管抵抗は上昇し,脳酸素消費量の減少が認められる。
 脳循環諸量とADLとの関係を上肢,下肢について比較すると,症例52例は上肢ADLではA
 群10例,B群14例,C群16砂q,D群12例となり,脳血流量ではA,G群間,A,D詳聞
 に,脳酸素消費量はA,B詳聞に,それぞれ推計学的に有意の差が認められた。また脳血管抵抗,
 平均動脈血圧はADLが不良なるほど上昇し,A,B詳聞でも有意の差が認惨られた。このよう
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 にADLが不良なるほど脳循環諸量の不良の傾向がみられるが,これを個々の症例について詳細
 に比較検討してみると,脳循環諸量はADL不良なるものほど障害が高度であるが,ADL良好な
 ものの中にも脳血流量などが著明に減少しているものが認められる。これは年令その他脳ぱn管に
 関する機能的,器質的諸因子を考慮しなければならない。
 下肢のA〕⊃しの分布はA群6例,B群5例,C群12例,D群29例となり,11ハ成績は上肢よ
 り良好である。脳血流量ではA,B,e群はいずれも正常値より減少しているが,ほy同程度で
 あり,D群は比較的正常に近く,e,D群間に有意の差が認められた。その他脳血管抵抗,平均
 動脈げ旺圧,脳酸素消費量はADLの不良なるものほど増悪の傾向を認めた。しかし下肢にかいて
 も上肢にかけると同様に,ADLの良好な例の中にも脳循環諸量の障害の高度のものが認められ
 た。
 脳血管写にて明らかな異常所界,を示す12例について検討してみると,閉塞例の中にも脳循環
 諸量が高度に障害されるもの,軽度に障害されるものがあり,閉塞症例必ずしも脳循環諸量高度
 障害とは言い得ない。これらのことから動脈硬化等全般的な脳血管の器質的変化が脳循環諸量に
 影響するものと思われる。また閉塞例とIlハ成績との間にも一定の関係は昇,られず,個々の症例
 によ匂かなりの差がある。しかし強度の動脈硬化所見,のある症例では脳循環諸量は高度に障害さ
 れ,同時にリハ成績も一般に不良のことが多い。
 著明な精神活動不良の症例は52例中11例で,多くは脳血流量の減少,脳血管抵抗の上昇,
 特に脳酸素消費量の著明左減少を認め,これらの症例は回復意欲の欠如を伴ない常に臥床生活を
 送るものが多い。
 筋力の問題については,Danie蛤らの徒手筋力テストによ匂全例に患側の筋力低下が認めら
 れたが,脳循環諸量との関係は認めがたい。ADL不良例にむいては健側の筋力も14例,低下し,
 これら症例は脳循環諸量も高度に障害さカ,1」ハ成績も不良である。
 年令的因子については60才以上の高令者群と45才以下の比較的若年者群とを比較すると,
 脳循環諸量の障害は前者にや＼高度であるが,ADLでは特に明らかな差はみられない。
 llハによる脳循環諸量の推移を8症例にっき経過を追づて,!1ハ前後に測定し検討した結果,
 脳血流量は増加4例,脳血管抵抗は低下4例,脳酸素消費量は上昇7例,平均動脈血圧は低下5
 例で,リハにより脳循環諸量は若干改善の傾向あり,11ハ成績と平行して改善の傾向を認めた。
 N結
論
 著者は脳卒中片麻痺患者のre且abilitatiOnpo七enUalを推知する目的をもって
 脳循環諸量とリハ成績との関係を分析した。脳卒中片麻痺のADLと脳循環諸量との間には全般
 的にいってある程度の相関がみられる。もちろんその関連性は上下肢に於いて多少の差異があり,
 また脳循環諸量の内容を分析すれぱ,それぞれ統計学的に有意性に差異はみられる。しかし概し
 てADLの恢復の不良なものほど脳循環諸量の障害は大きいといえる。㌦o法による脳循濃諸量
 は脳の全体的な測定平均値であり,脳局所の循環動態を表現しているものではないので,そこに
 自ら限界があるのは当然であるが,脳卒中片麻痺患者のリハにむいて脳循環諸量の測定はその
 re且abili七ationpo七entiaユを予知するためかなり意義があると考えられる。
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